電子顕微鏡法と画像の統計的解析を用いた細胞運動に関わる糸状仮足の成長メカニズム解明 by 荒牧, 慎二







氏     名   荒牧 慎二 
学位の種類     博 士（情報工学） 
学位記番号     情工博甲第３１５号 
学位授与の日付   平成２８年９月２３日 
学位授与の条件   学位規則第４条第１項該当 
学位論文題目    電子顕微鏡法と画像の統計的解析を用いた細胞運動に関わる 
糸状仮足の成長メカニズム解明 
論文審査委員    主 査   教 授  安永 卓生 
〃   坂本 順司 
〃     青木 俊介 
〃   伊藤 高廣 
准教授  岩崎 憲治 
 


























































ト間では、2.73 nm であり、架橋のない方向では、2.73 nm よりも大きなシフトとし


















































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本研究では、クライオ電子線トモグラフィー法と画像の統計的解析手法を用いて、細
胞運動に関わる糸状仮足のアーキテクチャを解析し、内部に存在するアクチン束及び、
糸状仮足の成長メカニズムの分子モデルを提案したものである。３次元画像の平均化と
統計処理により、分子アーキテクチャを示すことを目指すことに関連する技術も提案し
た。 
 本研究を通して、アクチン繊維が、束化タンパク質ファシンによって、規則正しく束
化されていること、また、その束化の物理的限界とそれを克服するための複数の束の形
成、また、アクチン繊維が束に加わっていく際のファシンの結合の協同性などを解明す
ることに成功しており、新しいアクチン束化、糸状仮足形成の分子メカニズムを提案し
ている。このことは、細胞運動の分子レベルの振る舞いを理解する上で、重大な知見と
して評価しうる。また、この結論を得るために開発した技術は、他の分野でも利用でき
る技術で有り、広く利用されうる。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
